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第 2134回例会  令和元年 11月 11日（月曜日）第 14号  

 

本日の例会 １１月１１日（月）   第１例会 

● ソ ン グ 『 奉仕の理想 』 

● 卓  話 

● スピーカー 

『マレーシアについて』 

米山奨学生  

ノルアイン ビンティ アブドラーさん 

担当：細川 勝治会員 

● 本日の献立 フランス料理 

次回の例会 １１月１８日（月）   第２例会 

● 卓  話 

● スピーカー 

『 ロータリー財団について』 

地区ロータリー財団委員会  

資金推進小委員会 

委員長 岩佐 嘉昭様 

担当：岡本 慎一ロータリー財団委員長 

前回の例会 １０月２８日（木）   第４例会 

● ゲ ス ト 第 4組ガバナー補佐  加茂 次也様 

大阪東ＲＣ       西村 貞一様 

会 長 挨 拶    代理 副会長 佐藤三千秋 

 姉妹クラブである台湾、鹿港ロータリークラブ創立

37周年記念式典、並びに祝宴に参列し、昨日無事帰国

しました。佐井会長は所用のため明日の帰国となりま

す。代わりに会長挨拶を致します。 

今回の訪問団は佐井会長夫妻、浅野幹事親子、藤原

会員、細川会員夫妻、細川会員夫妻、岡本会長、伊藤

会員、と私の計 12 名で 26 日の式典参加となりまし

た。 

 毎年のことですが、ＲＣ地区並びに地元の方々を招

待して 300 人程度の盛大な式典並びに表彰行事を見

ていると、地元と密着・接続した奉仕活動をされてい

ると感じられました。素晴らしいことです。 

 式典での佐井会長挨拶では、当クラブと鹿港ロータ

リークラブが姉妹提携に至った経緯について触れ、台

湾のロータリアンであった佐井会長の父上が仲人役

として活躍されたことを披露されました。台湾の方々

に大いに反響があったと思います。 

 毎年訪問していますので、鹿港ロータリークラブ会

員の皆さんとの親交もますます深まりました。2 泊 3

日の旅程の中で訪問団 12 名の親睦も計られたことを

ご報告いたします。 

幹 事 報 告           浅野 光男 

1.次回、11月４日（月）は文化の日の振替休日です。

ご確認をお願い致します。 

2.11月 10日（日）は公徳学園の児童をユニバーサル

スタジオ・ジャパンに招待致します。ご参加くださ

る会員各位にはご協力よろしくお願いします。集合

時間等はまた、後日、お知らせいたします。 

3.11月 15日（金）は東輪会ゴルフコンペが太子カン

トリ―クラブで開催されます。組み合わせ等は案内

が届き次第お知らせいたします。 

出 席 報 告          小川 委員長 

本日の会員数 １９名 

本日の出席者数 １４名 

本日の出席規定適用免除会員 １１名 

本日の出席率 ８７．５０％ 

１０月７日の修正出席率  ９３．３３％ 
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  例 会 日 毎週月曜日 １２：３０～ 
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  事 務 局 東大阪市小阪本町 1丁目 5－14 
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 TEL：０６－６７５３－８８２３ 
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 E-mail：jahcrc@gmail.com 

 

ROTARY CONNECTS THE WORLD 

 ロータリーは世界をつなぐ 
 2019～2020年度 国際ロータリー会長 マーク・ダニエル・マローニー 
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ニコニコ箱報告       ＳＡＡ 伊藤 雄一 

浅野幹事 台湾鹿港ロータリークラブ訪問、皆様の

お蔭で楽しく過ごすことが出来ました。

ありがとうございました。 

藤原会員 岩橋玲子様、卓話有難うございます。 

又、加茂ガバナー補佐様、ローターアク

トの件、再三の情報有難うございます。 

佐藤会員 姉妹クラブ台湾鹿港ロータリークラブを

訪問し、昨日無事帰国しました。訪問団

の皆様、大変お疲れ様でした。 

細川会員 台湾訪問、お疲れ様でした。家内も非常

に喜んでいました。ありがとうございま

した。 

岩﨑会員 例会欠席のお詫び。 

10月 25日鹿港ロータリークラブの 37周

年記念式典に会員 8名、奥様を含め計 12

名出席、大歓迎を受けました。27日無事

帰ってまいりました。 

伊藤会員 台湾鹿港ロータリークラブ訪問、皆様お

疲れ様でした。 

 

卓 話           担当：岩﨑 史郎 

ビジネスと贈り物文化 

～コミュニケーションツールとしての贈り物～ 

【贈り物文化】 

・始まりは感謝の心を表す信仰 

贈り物をする習慣は、様式の違いこそあれ世界中で見

られますが、その始まりは共通しているようで、古来

よりその土地での収穫物を神様にお供えし、感謝の気

持ちを表すという信仰が原点だったようです。日本で

は、供え物の農作物や魚介類を貴重な和紙で包み、白

い紙縒りを束ねたもので結んで奉納していた神道の

スタイルが、贈答のしきたりや作法に由来しているよ

うです。 

 

・自分本位ではなく相手への思いやりを 

国や地域、時代によって贈り物の文化は変化し異なり

ますが、大切なのは受け取るお相手様を思いやる心で

はないでしょうか。好みや必要、贈るタイミングなど、

お相手様を無視した贈り物は、かえって困らせてしま

うことになります。自分本位ではなく、お相手様に対

する礼や感謝を十分に表した贈り物をしたいもので

す。 

・『礼』と『格式』を重んじる日本の贈り物文化 

 とくに日本の贈り物文化では『礼』と『格式』に則

ることが最大限の敬意を表すものとして習慣化され

ています。古代の信仰から宮中の儀式、そして武家、

庶民へと広まった贈り物文化。その形も奉納物から金

封、印刷された熨斗紙など、時代に相応して変化して

きました。縦の繋がりが強い日本社会では、現代に相

応した最低限のしきたりや作法が求められているの

ではないでしょうか。 

 

・知っておきたい贈り物のマナー 

 地域や関係性によって多少の違いはあるようです

が、お相手に敬意を表し失礼のないように、との思い

は共通しており、贈り物・金封の用途が一目でわかる

ようにします。とくに慶事と弔事の区別は大切です。

大抵の場合、慶弔の包み分け（和装の襟の重ねと同じ）

と水引の色と結び（一度きりあるいは繰り返す行事

か）で区別をつけます。多当折りの金封では裏へ折り

返した紙の上下からの重なりで区別し、慶事では下か

ら、弔事では上からが最後に重なるようにします。ま

た、熨斗飾りは慶事のみに使用し、生ものの贈り物に

は付けないのが慣例です。ただし、『御見舞い』は慶

事に分類されていますが、熨斗飾りは付けません。 
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【ビジネスにおける贈り物の役割】 

 このような『礼』と『格式』を重んじる日本の贈り

物文化は、ビジネスの現場においても決して無関係で

はありません。そこに人と人との関わりがある限り、

コミュニケーションをとることが求められますし、ビ

ジネスであるならば尚更、円滑に進めるためのコミュ

ニケーションを図りたいのではないでしょうか。それ

を助けるツールの一つとして、贈り物がその役割を担

い、一般化した贈り物文化のしきたりや作法があるか

らこそ、その活用の可能性が拡がるのです。つまり、

形式的に敬意を表す贈り物を用いるなら失礼に当た

らない当然のコミュニケーションをとることができ

ますが、しきたりや形式に留まらない礼と感謝を尽く

した心からの贈り物を用いるなら、そこにより一層豊

かなコミュニケーションが期待できるのです。それが

社内においてであるなら仕事に対する大きな励みに

なるでしょうし、お取引先様に対してであるなら効果

的な関係作りやイメージアップに繋がるのではない

でしょうか。 

 

【ギフトラッピングの役割】 

 その心のこもった贈り物を外側から仕上げるのが

ギフトラッピングであり、お品物に豊かな付加価値を

つけることができます。服を装うのと同じ様に、お相

手様のお立場や年齢、お好みや季節など、贈る目的や

場面に相応しいギフトラッピングを用いて、お相手様

への礼や感謝、深い敬意など、想いを形に表すことが

できます。また、記憶に残る贈り物は幾度となく話題

に上るでしょうし、個人や企業の印象も他とは差がつ

くことでしょう。より多くの利益を上げるというビジ

ネスの視点で考えるなら、なるべく無駄を省きコスト

を下げることを優先することになるのでしょうが、

様々な関係が形式化し希薄になっている現代社会だ

からこそ、敢えて人と人の繋がりや温もりを感じられ

るよう手間をかけ、その意義と価値を再確認すること

に喜びを覚える心豊かな方々がいてほしいと願いま

す。そしてギフトラッピングが少しでもそのお役に立

てれば、と心から願っています。 

 

この度はこのような機会を与えていただき、誠にあり

がとうございました。これを機に、贈り物文化やギフ

トラッピングをご活用いただければ幸いです。 

 

台湾鹿港ロータリークラブ訪問報告 パート２ 
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佐井会長よりお礼状をお送りしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公徳学園の児童をＵＳＪに招待 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区補助金を活用致しました社会奉仕活動を 11月

10日(日)に佐井会長、浅野幹事、佐藤副会長、細川

社会奉仕委員長、金子会員、岡本副委員長、 

尾崎会員、久武会員、ご参加のもと公徳学園の 

児童 44名、職員 8名の総勢 60名で実施されまし

た。子供たちは本当に楽しいそうでした。 

(プライバシー保護の為モザイク加工しています) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

 


